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暮らしを楽しむ 日本の伝統行事を地域で伝承中 

2025 年 ２月発行 第 514 号 

 
【櫛浜人口】 1 月現在 

2,789 世帯 人口 5,758 人 

(男性 2,790 人 女性 2,908 人) 
 

節
分
の
起
源
に
つ
い
て
は
諸
説

あ
る
が
、
平
安
時
代
に
鬼
を
払

い
、
疫
病
を
退
散
さ
せ
る
願
い

を
込
め
て
始
ま
っ
た
儀
式
だ
っ

た
と
も
言
わ
れ
る
。
千
年
の
時

代
を
経
た
現
代
を
生
き
る
私
た

ち
の
願
い
も
、
自
然
災
害
、
事

件
事
故
、
疫
病
退
散
な
ど
様
々

な
鬼
が
た
く
さ
ん
。
豆
は
、
昔

か
ら
「
魔
を
滅
す
る
」
と
い
う

意
味
を
持
っ
て
お
り
、
邪
気
を

２
０
２
５
年
節
分
は
、
２
月
２
日（
日
） 

恵
方
は
、
西
南
西
！ 

鬼
退
治
の
準
備
出
来
て
い
ま
す
か
？ 

 

払
う
た
め
に
撒
か
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
「
鬼
は
外
、
福

は
内
」
と
い
う
掛
け
声
と
共

に
豆
を
ま
く
こ
と
で
、
家
庭

の
中
に
悪
い
も
の
が
入
ら
な

い
よ
う
に
祈
る
と
同
時
に
、

年
齢
の
数
だ
け
豆
を
食
べ
る

こ
と
で
、
健
康
を
祈
る
と
い

う
風
習
も
根
付
い
て
い
る
。

病
気
や
災
害
と
い
う
予
期
せ

ぬ
出
来
事
を
鬼
と
し
て
払

い
、
幸
運
願
い
ま
す
。 

今
年
は
、
い
つ
も
よ
り
も 

1
日
早
い
2
月
2
日
が

「
節
分
」
。 

2
月
3
日
が
「
立
春
」 

春
は
も
う
す
ぐ
だ
。 

 

１
月
２２
日(

水)

子
ど
も
教
室

で
節
分
イ
ベ
ン
ト
「
鬼
退

治
」
を
行
っ
た
写
真
。 

退
治
さ
れ
た
鬼
た
ち
は
、
子

ど
も
は
た
ち
と
仲
良
く
な
っ

た
よ
う
だ
。 

１
年
間
の
無
病
息
災
を
祈
願
「
ど
ん
ど
焼
き
」 

 
 
 
 

役
目
を
終
え
た
正
月
飾
り
に
願
い
を
！ 

正
月
の
縁
起
物
を
焼
き
一
年
の
無
病

息
災
な
ど
を
願
う
伝
統
の
「
ど
ん
ど

焼
き
」
と
呼
ば
れ
る
焼
納
祭
が
櫛
浜

小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
た
。

校
庭
に
設
け
ら
れ
た
祭
場
に
地
域
住

民
が
し
め
縄
や
松
飾
り
を
次
々
と
持

ち
寄
り
、
遠
石
八
幡
宮
の
神
職
が
無

病
息
災
な
ど
の
祈
り
、
お
祓
い
を
し

た
。
点
火
す
る
の
は
、
今
年
の
干
支

「
巳
年
生
ま
れ
」
の
人
々
。 

正
月
に
お
迎
え
し
た
年
神
様
を
炊
き

あ
げ
た
煙
に
乗
せ
て
天
に
見
送
り
、

そ
の
煙
や
火
の
粉
に
あ
た
る
こ
と
で

新
し
い
年
の
健
康
と
幸
せ
を
願
い
、

集
ま
っ
た
人
た
ち
は
勢
い
良
く
燃
え

盛
る
炎
に
手
を
合
わ
せ
、
静
か
に
見

守
っ
た
。 

ま
た
、
消
防
団
の
鈴
割
り
放
水
や
餅

つ
き
が
行
わ
れ
た
。
つ
き
た
て
の
お

餅
は
婦
人
会
手
作
り
の
ぜ
ん
ざ
い
と

共
に
参
加
者
約
２
０
０
人
に
振
る
舞

わ
れ
た
。 

ど
ん
ど
焼
き
は
櫛
浜
地
区
の
正
月
恒

例
の
行
事
と
な
っ
て
い
る
。 
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「正月を笑顔で迎えて」 
櫛浜地区社会福祉協議会では、７５歳 

以上の一人暮らしの方を対象に、 

毎年暮れに担当地区の民生委員、 

福祉員、自治会役員、太華中ボランティアの生徒

さんたちが「あたたかい気持ちで新年を迎えてほ

しい」その願い込めたお弁当一つ一つに、 

生徒さん手書きの年賀状も添え 

昨年暮れ１２月２５日２０４人の 

方々に笑顔を届けました。 

９４歳の女性の自宅では、担当の 

民生委員が、玄関先で体調や年末年始の過ごし方

などを聞き、弁当を手渡して、「体に気をつけて

よいお年をお過ごしください。おいしく食べてく

ださい」と声をかけていました。弁当を受け取っ

た女性は「毎年楽しみにしていました。見守り活

動で声をかけてもらいありがたいです。テレビを

見て楽しくのんびり過ごします」と話していまし

た。活動を行った自治会役員は、「１年の締 

めくくりとして来年も元気でよい年を迎え

て  てほしいと思い訪問しています。 

少しでも安心して過ごしてほしいです」と

話していました。 

 

   

◆
自
連
、
社
協
合
同
研
修 

１
月
１８
日(

土)

今
年
度
初

の
試
み
で
、
合
同
研
修
会

を
兼
ね
た
交
流
会
で
し

た
。
参
加
者
か
ら
組
織
の

あ
り
方
や
事
業
の
ス
リ
ム

化
等
、
こ
れ
ま
で
に
な
い

建
設
的
な
意
見
が
た
く
さ

ん
出
ま
し
た
。
当
日
の
会

の
運
営
も
簡
単
な
会
食
を

兼
ね
た
方
法
で
本
音
が
多

く
聞
か
れ
ま
し
た
。
来
年

度
も
こ
の
よ
う
な
形
で
地

区
や
組
織
の
壁
を
越
え
て

開
催
を
望
む
声
が
多
く
聞

か
れ
ま
し
た
。 

 

◆
防
災
部
長
研
修
会 

１
月
１１
日(

土)

今
年
度
の

地
区
の
災
害
対
応
や
災
害

(

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使

用
し
た
仮
想
現
実)

の
体

験
、
市
民
セ
ン
タ
ー
避
難

状
況
等
の
説
明
を
行
い
、

災
害
対
応
の
今
後
に
つ
い

て
協
議
し
ま
し
た
。 

各
自
治
会
で
、
自
治
会
長

や
防
災
部
長
に
よ
る
災
害

対
応
の
方
法｢
自
助･

共

助
・
公
助
」
各
自
検
討

し
、
次
年
度
へ
の
引
き
継

ぎ
と
し
ま
し
た
。 

くしがはま夢プラン進行中 
■｢地域の夢プラン｣って何？｢櫛浜元気生活圏｣づくり 

生活する皆さん自身による、手づくりの"地域の将来計画"のことです。 

夢プランでは、地域の夢、地域の課題や解決方策、将来目標、役割分担等を定めます。 

■｢地域の夢プラン｣はなぜ必要なの？ 

｢地域を何とかしたい｣という思いがあっても、｢何から手を付けたらいいのか、 

どうしたらいいのか｣が分からないと、地域づくりは思うように進んでいきません。 

地域づくりにおいて重要なことは、地域ぐるみで課題を共有し、目指すべき地域の将来像を明らか

にし、住民の皆さんで合意すること。その将来像を形にするのが｢地域の夢プラン｣です。 

 
。 ＳＴＥＰ1  話し合いの場づくり 

＜話し合う機会をつくりましょう＞ 

キーワード：｢多くの人に呼びかける｣ 

ＳＴＥＰ2  地域の実態把握  

＜地域の姿を再確認しましょう＞     

キーワード：｢できるだけ多く｣ 

ＳＴＥＰ3  地域の目標設定 

  ＜地域の夢プラン項目を整理しましょう＞ 

キーワード：｢イメージの共有化｣ 

ＳＴＥＰ4  夢プランの実践  

＜出来ることから行動してみましょう＞ 

  キーワード：｢小さな成功体験の積み重ね｣ 

今回、ＳＴＥＰ1 として、櫛浜地区自治会連合会

と地区社会福祉協議会で、「今できることは何

だろう？」をコンセプトに、研修会を開催し話

し合いの場づくりを設定しました。 

1 月２２日(水)子ども教室へ

櫛浜地区にある特別養護老人施設

「くりや苑」の陽ちゃん(腹話術の男

の子・右写真)が、子どもたち一人ひ

とりに礼状(寒中見舞い)を届けてく

れました。毎年、子ども教室と櫛浜

小の児童が施設に入所されている

方々に年賀状を届けています。その

おじいちゃんおばあちゃんからの可

愛い素敵な礼状に感動していまし

た。この様な交流を継続していきた

いです。 

１
月
３０
日
迄
、 

市
民
セ
ン
タ
ー
エ
ン 

ト
ラ
ン
ス
に
て
、
山 

口
県
立
熊
毛
北
高
等 

学
校
メ
デ
ィ
ア
部
の 

写
真
展
を
開
催
し
ま 

し
た
。
当
部
活
は
、
令
和
７
年
度
全
国

高
校
総
合
文
化
祭
へ
出
場
が
決
ま
り
、

｢

３
年
連
続
全
国
大
会
出
場
。
お
め
で
と

う
！｣

こ
の
よ
う
に
、
市
民
セ
ン
タ
ー
で

は
、
地
区
の
様
々
な
情
報
を
は
じ
め
、
地

区
外
で
の
情
報
も
発
信
し
て
い
ま
す
。 

 

☆力作勢揃い 
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★
税
の
申
告
相
談 

日 

時 

２
月
７
日(

金) 

 

９
時
30
分
～
14
時
30
分 

場 

所 

講
堂 

★
市
民
セ
ン
タ
ー
講
座
・
グ
ル
ー
プ
会
議 

日 

時 

２
月
５
日(

水)

９
時
～
11
時
予
定 

場 

所 

講
堂 

★
市
民
セ
ン
タ
ー
そ
ば
打
ち
教
室 

日 

時 

２
月
１６
日(

日)

１０
時
～
１８
時 

場 

所 

調
理
室 

※
２
月
５
日(

水)

か
ら
受
付
開
始 

★
徳
山
総
合
支
援
学
校 

「
と
く
そ
う
マ
ル
シ
ェ
」 

日 

時 

２
月
18
日(

火)

10
時
～
14
時 

場 

所 

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
・
テ
ラ
ス 

 
 

徳
山
総
合
支
援
学
校
高
等
部
の
生
徒
さ
ん

に
よ
る
、
小
物
販
売
、
飲
食
サ
ー
ビ
ス
の

実
務
体
験
を
兼
ね
る
マ
ル
シ
ェ 

 

★
セ
ン
タ
ー
の
忘
れ
物
に
つ
い
て 

 

セ
ン
タ
ー
を
使
用
さ
れ
た
方
の
忘
れ
物
を

保
管
し
て
い
ま
す
。
２
月
末
ま
で
の
保
管

と
な
り
ま
す
の
で
、
心
当
り
の
あ
る
方

は
、
受
け
付
け
窓
口
へ
お
越
し
下
さ
い
。 

 

★
セ
ン
タ
ー
使
用
申
請
に
つ
い
て 

 

令
和
７
年
度
４
月
１
日
よ
り
、
使
用
申
請

の
方
法
等
の
変
更
が
若
干
あ
り
ま
す
。 

詳
し
く
は
、
窓
口
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

  

★スポ少ミニバス 

１/５(日) 後期地区リーグ １勝１敗 

「後期地区リーグ２節は１勝１敗でした。

Queen’s戦は、１点差で負けたのでとても悔し

いです。３節は全勝して、上の試合に出場したい

です。」         兼重結(６年・久米) 

１/１２(日)・１３(月)  原田裕花杯 

決勝Ｔ進出(１２日) 

「２試合とも勝って決勝トーナメントに出場する

ことができて嬉しかったです。」 

作間茜音(６年・久米) 

２敗(１３日) 

「２試合とも負けたけど、どちらともトップクラ

スのチームと試合できていい経験になりました。

大会が残り少なくなってきたけど、悔いの残らな

いよう最後まで一生懸命頑張ります。」 

平山虹空(６年・花岡) 

１/１８(土) 後期地区リーグ第３節  

２勝(県Ｕ１２リーグ出場決定) 

「みんなよく試合に集中して、頑張って勝ち取り

ました！リーグ戦もみんなで戦い抜き、勝ちたい

です。」        谷本花澟(６年・花岡) 

★スポ少バレー 

1/12(日)・13(祝・月) 県新人大会ブロック予選 

(櫛浜・久米) ２位 ※2/16決勝大会参加決定 

「花岡との試合で、最後負けそうな時、自分のサ

ーブで勝てたので良かったです。」 

倉田琴美(５年・南浜町) 

(櫛浜・鹿野) ５位  

「声出しとカットが悪かったけど、あきらめず最

後まで頑張りました。」佐子 淳(５年・東佐倉)  

ス ポ ー ツ 結 果 

Ｒ７年度スポーツ少年団員募集！ 

【種目】野球部・サッカー部・バレーボール部 

ミニバスケットボール部・剣道部（男女問わず） 

【入団資格】全学年  

※現団員も入団希望者は、申込書を必ず、提出 

【締切日】２月７日(金)【入団費】￥２，２００/年  

(新１・２年生￥１，８００) 

【申込先】申込書に団費を添えて各部練習日に 

指導者、又は、市民センターへ提出 

※申込書は学校で配布済み。 

（練習日等詳細が記載されています） 

※問い合せ：市民センター内（伊藤・磯村まで） 

（☎０８３４－２５－０５５５） 
 

 

 

★スポ少サッカー 

１/１１(土)・１２(日) ２位リーグ優勝  

第２０回ＦＦＣ ＣＵＰ 

「得点を決められたので、また得点できるように頑張

りたいです。」        増田秀人(５年・峠) 

★卓球 

１/１３(月・祝) 第９回橋本杯 

ＡＢクラス 

１位グループ 田中仙子(塩田) 

２位グループ 水津道子(居守３) 藤井泰世(峠) 

ＣＤクラス ３位グループ    髙橋光彦(大踏) 

「みんなでしぶとくつなぐラリー戦で勝つことができ

ました。」          田中仙子(塩田) 

★グラウンドゴルフ 

１２月１６日(金) 第１５回部親睦大会 

優勝 長濱淳子(居守２) 

２位 河谷義人(居守３)３位 長濱靖彦(居守２) 

グラウンドゴルフ部員募集 

「年齢や体力、男女を問わず楽しめます。」 

毎週月・金、二葉屋開作公園で練習中!! 

 部長 高橋和男(東本町１) 

＝
お 

知 

ら 

せ
・
お
願
い
＝ 
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☆ 

市
民
セ
ン
タ
ー
図
書
コ
ナ
ー 

本
・
新
刊
ニ
ュ
ー
ス
・
お
す
す
め 

⚫
 

赤
と
青
の
ガ
ウ
ン 

 
(

彬
子
女
王) 

女
性
皇
族
と
し
て
初
め
て
海
外
で
博
士

号
を
取
得
さ
れ
た
彬
子
女
王
殿
下
に
よ

る
英
国
留
学
記
。 

⚫
 

架
空
犯 

 
 
 
 
 

(

東
野
圭
吾) 

｢

高
級
住
宅
街
の
あ
る
一
軒
家
が
火
事 

で
焼
失
し
た
。
燃
え
落
ち
た
屋
敷
か 

ら
は
二
人
の
遺
体
が
・
・｣

 

⚫
 

サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
四
十
九
日 

(

朝
比
奈
秋) 

⚫
 

小
鳥
と
リ
ム
ジ
ン 

 
(

小
川
糸) 

⚫
 

六
月
の
ぶ
り
ぶ
り
ぎ
っ
ち
ょ
う 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

(

万
城
目
学) 

⚫
 

ツ
ミ
デ
ミ
ッ
ク 

 
 

(

一
穂
ミ
チ) 

 

 

 
 
 
 

 

 
 
 
 

 
 

 

令和７年２月地区行事・ごみカレンダー 
 

☆
お
役
立
ち
情
報
局
☆ 

～
探
し
て
い
ま
す
～ 

◎
大
き
な
ヤ
カ
ン 

自
治
会
や
企
業
等
で
使
用
さ
れ
な

く
な
っ
た
業
務
用
の
ヤ
カ
ン 

（櫛
浜
小
で
使
用
予
定
） 

◎
鯉
の
ぼ
り 

ご
家
庭
で
、
不
要
に
な
っ
た
鯉
の
ぼ

り
（市
民
セ
ン
タ
ー
で
５
月
の
堀
川

鯉
の
ぼ
り
事
業
で
使
用
） 

櫛
浜
市
民
セ
ン
タ
ー
ま
で 

ご
連

絡
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

℡ 

０
８
３
４
・
２５
・０
５
５
５ 

 

2月 ごみ収集・祝日 諸団体

1 土 生花教室（セ）

2 日

3 月 容プラ あいさつ立哨

4 火 燃やせるごみ

5 水 ペット 講座グループ会議(セ)

6 木 びん・缶

7 金 燃やせるごみ

8 土

9 日

10 月 容プラ

11 火 建国記念の日 建国記念の日奉祝行事・史跡探訪(コ)

12 水 紙・衣 子ども教室（セ）

13 木 他プラ

14 金 燃やせるごみ

15 土 茶道教室（セ）

16 日 そば打ち教室(セ)

17 月 容プラ

18 火 燃やせるごみ

19 水 ペット

20 木 びん・缶

21 金 燃やせるごみ

22 土 編み物教室（セ）

23 日 天皇誕生日

24 月 振休

25 火 燃やせるごみ 体軸体操（セ）

26 水 紙・衣／処理困難物 子ども教室（セ）

27 木 燃やせないごみ

28 金 燃やせるごみ

子育てひろば(市)

行政相談(市)

定期テストⅤ（中）

ねはん会（蓮）　定期テストⅤ（中）

やまびこ号巡回

小参観日・10歳を祝う集い(小４年)

櫛浜小卒業祝い記念行事（小６年）立志のつどい（中・２年）

学校関係・市・その他

公立推薦入試（中・３年）

一日入学(小)　税の申告相談

お遊戯会(蓮)


